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骨盤内臓器脱・腹圧性尿失禁に対する治療のご紹介

泌尿器科　奥村　太輔

骨盤内臓器脱に対する治療

腹圧性尿失禁に対する治療

  

この様な症状でお悩みの患者様は、泌尿器科外来までご相談ください

　骨盤内の臓器（子宮、膀胱、直腸など）は様々な筋肉や靭帯といった組織に支持されていま
す。女性では、出産や加齢、体重増加、慢性的な便秘などが原因でその支持組織が弱くなるこ
とにより膀胱・子宮・直腸などの臓器が膣から脱出する骨盤内臓器脱が生じます。脱出してく
る臓器によって子宮脱、膀胱脱、直腸瘤などと呼ばれます。排尿障害や排便障害などの症状を
伴うこともあります。また尿道の支持組織が弱くなると腹圧性尿失禁（咳やくしゃみで尿が漏
れる）が生じるようになります。

　骨盤内臓器脱の治療には有効な薬物療法はありません。骨盤底筋体操も予防効果はある程度期
待できますが、治療効果はありません。保存的治療として膣内にペッサリーを挿入したり、フェ
ミクッションと言う下垂を抑えるクッションのついた下着などで対応可能です。これらの治療の
問題点としては、膣壁の炎症や出血、帯下の増加、痛みなどが生じる可能性があります。

　また、定期的な交換などが必要であり根本的な治療にはなりません。根治手術としてTVM（
Tension free Vaginal Mesh）手術があります。この手術はポリプロピレン製のメッシュで下
垂してくる臓器をもとの位置に戻す治療です。

　まずは骨盤底筋体操や薬物療法などの保存的治療を行いますが、これらの治療で改善がみられ
ない場合は手術治療を行います。TVT（Tension free Vaginal Tape）手術やTOT（Trans 
Obturator Tape）手術といった治療法があります。



32

骨盤内臓器脱・腹圧性尿失禁に対する治療のご紹介
泌尿器科　奥村　太輔

　骨盤内の臓器（子宮、膀胱、直腸など）は様々な筋肉や靭帯といった組織に支持されていま
す。女性では、出産や加齢、体重増加、慢性的な便秘などが原因でその支持組織が弱くなるこ
とにより膀胱・子宮・直腸などの臓器が
膣から脱出する骨盤内臓器脱が生じま
す。脱出してくる臓器によって子宮脱、
膀胱脱、直腸瘤などと呼ばれます。排尿
障害や排便障害などの症状を伴うことも
あります。また尿道の支持組織が弱くな
ると腹圧性尿失禁（咳やくしゃみで尿が
漏れる）が生じるようになります。

薬　剤　科　紹　介
薬剤科　山田　新

　私たち薬剤師の最も重要な仕事は、患者さんに合った薬を提
供することです。治療目的である主作用がしっかり現れてお
り、さらに副作用が無い状態かどうか必ずチェックをします。
患者さんの言葉に耳を傾け、カルテから検査データを加味し、
不適切を思われる薬剤は中止・変更の相談を医師にしていま
す。
　患者さんとお話する時間は数分ですが、その裏ではその何倍
も時間をかけて薬の準備をしています。当院に入院された際は
安心して薬を服用・使用してください。

新しい医師のご紹介

　このたび皮膚科に採用いただきました上松ふみと申します。信州大学を卒業し、東京女子医
大本院皮膚科医局にて専門医を取得いたしました。
　皮膚科外来が本格的に稼働となるのは久しぶりとのことで、各方面の皆様にご協力いただい
ております。一人外来となりますのでどこまで深く行っていけるか試行錯誤となると存じます
が患者様、先生方のお役に立てるよう精一杯がんばっていきますのでよろしくお願い申し上げ
ます。

皮膚科　上松　ふみ

　2015年4月1日から脳神経外科の常勤医として就職させていただきました、長尾考晃と申しま
す。当院の脳神経外科は常勤医が２名しかいない中、手術件数が多くその環境で仕事ができる
事を大変喜ばしく思っております。これからも地域のみなさまに貢献できるように頑張ってい
きたいと思っておりますので今後ともよろしくお願いいたします。

脳神経外科　長尾　考晃

　初めまして、4月より循環器内科で働いております、藤井と申します。
　私自身初めての大学病院からの出向であり、緊張と期待と不安が入り交じっておりました。
しかし、こちらの病院は非常に働きやすく、職員の皆様が非常に親切だと先輩より伺い不安が
だいぶ和らぎました。未熟者であり色々と皆様に御迷惑をおかけすると思いますが、何卒よろ
しくお願い致します。
　三郷に引っ越して来ますので、気軽に声をかけて頂ければ嬉しいです。

循環器内科　藤井　崇博

　この4月より内科に着任しました、和倉と申します。これまで代謝・内分泌疾患を中心に診療
し、特に糖尿病の患者様の診療を通して、ひとりひとりの生活背景も含めた、その人の全身を
診ることの重要さを痛感してきました。当院では内科全般を幅広く担当させて頂きたいと思っ
ております。この地域には縁がなく戸惑う事も多々あるとは思いますが、新しい出会いを大切
に、日々努力していく所存です。宜しくお願いいたします。

内科　和倉　健朗

　本年度より初期研修医として勤務させていただくことになりました。安藤翔と申します。
　心と体を思いやったプロフェッショナルな診療の実践を目指し、日々精進していきたいと思
います。
　至らないことが多くご迷惑をおかけしてしまうこともあると思いますが、何卒よろしくお願
い申し上げます。

初期研修医　安藤　　翔

骨盤内臓器脱に対する治療
　骨盤内臓器脱の治療には有効な薬物療
法はありません。骨盤底筋体操も予防効
果はある程度期待できますが、治療効果
はありません。保存的治療として膣内に
ペッサリーを挿入したり、フェミクッ
ションと言う下垂を抑えるクッションの
ついた下着などで対応可能です。これら
の治療の問題点としては、膣壁の炎症や
出血、帯下の増加、痛みなどが生じる可
能性があります。また、定期的な交換などが必要であり根本的な治療にはなりません。根治手
術としてTVM（Tension free Vaginal Mesh）手術があります。この手術はポリプロピレン製
のメッシュで下垂してくる臓器をもとの位置に戻す治療です。

腹圧性尿失禁に対する治療
　まずは骨盤底筋体操や薬物療法などの保存的治療
を行いますが、これらの治療で改善がみられない場
合は手術治療を行います。TVT（Tension free Vaginal 
Tape）手術やTOT（Trans Obturator Tape）手
術といった治療法があります。

この様な症状でお悩みの患者様は、泌尿器科外来までご相談ください
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循環器センター
　冠動脈バイパス術 5件
　心弁膜症手術 17件
　大動脈手術 19件
　ペースメーカー 23件
　末梢血管手術
　（カテーテル治療を含む） 108件
　心臓血管カテーテル検査 546件
　心臓血管カテーテル治療 337件

脳神経外科
　動脈形成術、吻合術（頭蓋内動脈） 17件
　動脈血栓内膜摘出術（内頚動脈） 15件
　脳動脈瘤頸部クリッピング術 23件
　頭蓋内血腫除去術 16件
　頭蓋内腫瘍摘出術 6件

泌尿器科
　内視鏡的結石破砕 46件
　経尿道的膀胱腫瘍切除 43件
　体外衝撃波結石破砕 26件
　前立腺全摘術 16件
　膀胱全摘術 8件
　腹腔鏡手術（副腎・腎・腎部切・腎尿管） 10件

外　科
　腹腔鏡下胆嚢摘出術 30件
　胃切除・全摘出術 11件
　腸切除（腹腔鏡下含む） 42件

整形外科
　骨折・その他 375件
　人工骨頭・人工関節置換 68件
　脊椎手術 3件

眼　科
　白内障手術 309件

麻酔科
　麻酔科管理症例 950件
　内全身麻酔 720件

　　　　　　　　　　　年間  　　　　 　月
外来患者数 147,476人 ／ 12,289人
入院患者数 87,138人 ／ 7,261人
１日平均入院患者数 256人

　　　　　　　　　　　年間  　　　　  月
救急搬入数 2,345人 ／   195人
紹介患者数 3,843人 ／   320人
訪問リハビリ 12,355人 ／ 1,030人


